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表彰係の１日とは？
 「表彰」というと、表彰台で笑顔を見せる選
手たちをイメージしますよね。そんな華やか
な舞台を整えているのが、表彰係のみなさん
です。
　まずは、大会での表彰係の１日はどんなス
ケジュールなのかを聞きました。
「大会当日は朝から現場に入り、まずその日
のプレゼンターを決めます。当日に実施され
る表彰種目を確認して表彰形態を決め、選手
やプレゼンターを誘導する人、賞状や副賞な
どを運ぶ人など確認していきます」
　表彰で最も大変なことの１つに、競技終
了時間が前後することが挙げられます。特
にフィールド種目は早く終わることもあれば、
予定よりも長引くこともあります。
 「予定していたタイムスケジュールを臨機応
変にやりくりして、競技の間に表彰を入れ
込んでいきます。１日ずっとそればかりです

（笑）。スケジュール通りにやれれば楽ですが、
突発的なことも起きるのでその都度対応して
いきます。それが表彰係の一番の仕事かなと
思っています」
　スムーズに進めていくために心掛けている

こと、それは「進行チーム（競技やイベント
などを調整し、進行するチーム）と仲良くす
ること。やはり、連携ですね。進行と表彰で
１つの〝チーム〟が作れないとできません」。
　時には表彰の準備ができていても、抗議が
あって審議中のため、表彰ができないことも
あるそうです。
「常に周りの状況を見ながら、時間を見な
がら動くことが重要です。種目が多く、スケ
ジュールがタイトでも連携して、協力し合っ
て乗り切っています」

「表彰係」大事にしていることは？
　競技が終わると、表彰対象の選手たちが
表彰控え室に集まります。この時に石井さん
が大事にしていることが、「なるべく選手を
控え室で待たさないこと」だそうです。
 「選手は競技が終わってから、20 〜 30分で
表彰控え室に来ます。選手にはクールダウン
をしてもらいたいので少しでも早く表彰式が
できるように、また観客にもタイムリーな表
彰式ができるように、タイムスケジュールを
組んで、どうしても待ってもらう時は選手に
話をします」
　すべては、選手のことを最優先に考えてい

るからこそ。そんな石井さんの姿勢は、表彰
式の見せ方にも表れます。
 「できるだけ選手が目立つような表彰にした
いですね。プレゼンターが目立つのではな
く、観客のみなさんの目が選手に集まるよう
に心掛けています。だから、選手のみなさん
には競技をやっている時は勝ち負けにこだわ
り、表彰式ではお互いを称え合ってほしいで
すね」

ちょっと気になる選手との関わり方
　表彰係は、試合が終わったばかりの選手と
近い距離にいるわけですが、石井さんはあく
までも、「一役員として淡 と々選手と接するこ
と」を大切にしています。
「表彰は、フォトセッションをして退場する
までが仕事です。本当は選手ともっと話した
いし、握手もしたいですけど（笑）。五輪の
選考で明暗が分かれたり、この試合で引退と
いう選手がいたり、表彰式が終わってから涙
を流す姿があったりなど、表彰係の僕たちし
か見られない場面が見られた時には、どうし
ても感情移入してしまいます」
　競技では集中した表情を見せて、興奮して
いる選手たちも、表彰ではリラックスして肩

　陸上の大会はたくさんの「縁の下の力持ち」によって支えられています。陸上競技といえ
ば「自分との戦い」「記録への挑戦」という目標もあるかと思いますが、やはり競技会に出
場するからには表彰台を目指したいですよね！　今回は活躍した選手たちの晴れ舞台であ
る「表彰」を担当している石井哲郎さん（愛知・名古屋南高教）にお話をうかがいました。
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選手の晴れ舞台を盛り上げる!!選手の晴れ舞台を盛り上げる!!
表彰係のお仕事を紹介表彰係のお仕事を紹介

どの大会では楽しく、
みんなで盛り上がれ
る雰囲気のものだそ
うです。
 「リレーの表彰式は
これまで、１人ずつ
交代で表彰台に上
がることがほとんど
ですが、国体やジュ
ニアの大会では４人
いっぺんに上がって
もらうんです。また、
一昨年に広島で開催されたＵ20・全国高校陸
上では、コロナ禍で接触ができないなか、表
彰台に上がる際に客席に向かってポーズを
とってもらったんです。特に女子選手たちは
ノリノリでやってくれましたね。カメラマン
がどこに照準を合わせるのか大変なくらい自
己アピールをしてくれました」
　単なる儀式ではなくイベントとして盛り上
がるような表彰式に。それを見た選手や子供
たちが、「私も表彰台に上りたい」と思って
競技に挑戦してほしい、その先に競技人口の
増加につながってほしいという願いが込めら
れています。そういった選手主体の表彰式に
変えていこうというタイミングでコロナ禍に
なってしまったそうですが、今後はリレーの
表彰も楽しみになっていきますね！

表彰係になるには？
　最後に、表彰係になるためにはどうすれ

の力も抜けているそうで「選手の素の姿が見
られます」と石井さん。大会中は、じっくり
と観戦することはできませんが、選手が戻っ
てきた時に多少は話ができるように表彰の合
間でチェック。「まったく見ていないと選手と
話が通じないので、見入るのではなく必要に
応じてチェックしている感じですね」。必要
なところだけ見て、自分の業務に戻るそうで
す。

表彰式のこれから
　中学から陸上部で、高校、大学とやり投に
取り組んできた石井さん。「自分なら何をやっ
てもらったら楽しいのか、そういったことを
考えながら取り組んでいます。私も高校、大
学と表彰台に上った経験がありますが、表彰
式って何となく始まって何となく下を向いて
終わっていた気がするんです。今は写真、動
画の時代ですから、少しでもいい方向に形と
して残っていったらいいなと思いますね」。ご
自身の学生時代を振り返りながら、表彰式の
未来についてお話されました。
　今後は「選手がしっかり会場に向けて自己
アピールをして、それを会場のみんなで称え
てあげられる表彰にしたいです。時間的な問
題もありますが、観客の方にも視線を向けて
写真を撮る時間を作れるといいなと考えてい
ます」。そんな石井さんが目指す理想の表彰
式は、日本選手権ではオリンピックのような
会場全体がメダリストを称える厳かな雰囲気
のもの。次世代を担う高校生やＵ18、Ｕ16な

ばいいのか、石井さんに聞きました。
 「最初は投てき審判から競技役員が始まり
ました。年齢や経験とともに主任クラスに
なり、総務員や審判長の役割が回ってくる
ようになりました。その中で、競技会全体
を見るようになっていき、全国大会を契機
に表彰係になりました。
　単に賞状を渡す係ではなく、競技会全体
の中で表彰式を組み入れなくてはならない
ので、まずはいろいろな役割を経験して、
競技会全体を見てから表彰係になると、お
もしろいし、うまく展開できるようになる
と思います。もちろん表彰係の一員になっ
て、賞状作成や裏方の仕事から競技会に参
加するのも良いと思います。やりがいのあ
る部署ですのでぜひ目指してほしいです」
　選手の晴れ舞台である表彰式を盛り上げ、
陸上競技の魅力を伝えるため、石井さんも選
手たちと同じように現状打破し続けます！

「ホクレンディスタンス
チャレンジ2022」最終戦
千歳大会7月16日（土）開催！

大会JAAF Info
「オレゴン2022世界陸上競技選手権大会」が
7月15日（金）開幕！

回答いただいた方の中から抽選で5名様へ陸連グッズをプレゼント！
今後の掲載内容の参考にさせていただきたいと考えておりますので、ぜひ下記アンケートへのご協力をお願いいたします。
� https://forms.gle/YJX5HKnZYP6rNCNG7

読者アンケート

〜大会レポートなど大会に
　関連する情報を随時アップ！〜

https://www.jaaf.or.jp/wch/oregon2022/

＜開 催 日＞７月15日（金）〜24日（日）
＜開催場所＞アメリカ・オレゴン

＜開 催 日＞8月1日（月）〜6日（土）
＜開催場所＞コロンビア・カリ ▼大会ページ

　〜日本代表選手情報など掲載！〜
https://www.jaaf.or.jp/competition/detail/1664/

第19回U20世界陸上競技選手権大会が8月1日開幕！

＜開 催 日＞７月16日（土）
＜開催場所＞千歳市青葉陸上競技場

▼特設サイト

https://www.jaaf.or.jp/distance/

▲

6月の日本選手権で表彰係を務めたみなさん

▲世界選手権のメインスタジアム「ヘイワード・フィールド」

▼特設サイト

1965年生まれ、56歳。名古屋南高教諭。愛知・川名中→明和高→筑波大卒。や
り投で、高３でインターハイ優勝、大４で日本インカレ２位などの実績を残した。
大学卒業後は愛知県立高校の教諭に。2010年〜 18年に愛知県で開催された日
本ジュニア・ユース選手権で表彰係主任を務め、15年の日本選手権から日本陸
連主催大会の表彰係を担当。東京2020オリンピック・パラリンピックではポス
トイベントコントロールエリア担当として、競技終了後の選手の動向管理をした。

石井 哲郎さん
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～陸上競技を支えるプロフェッショナルを徹底紹介！～


